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令和元年度の進路状況

第37回高専祭

ྩ࿨ݩ೥౓ͷਐ࿏ঢ়گ
　令和元年度（令和元年12月1日現在）、クラス毎の進学希望者の

割合は、機械コース20%、電気・電子コース37%、情報コース44％、

化学・生物コース37%で、全体では昨年に比べて2ポイント増加し

34%となりました。進学先は本校専攻科が約52%、長岡・豊橋の両

技術科学大学が約23%、東京工業大学や新潟大学などの国立大学

が約21%となっています。また、専攻科から大学院への進学率は

約24％で、東北大学大学院や北海道大学大学院、東京工業大学大

学院などに進学する学生がいます。

　就職状況では、本科の就職内定者全体の25％が県内企業に、

75％が県外企業に内定しており、昨年度に比べて、地元企業から

内定を獲得する学生が増加しております。

　また、令和2年3月卒業・修了予定者の就職内定率については、例

年どおりほぼ順調に推移していると言えます。

　求人状況については、本科の求人企業数が970社、求人倍率は本

科で14.0倍、専攻科で63.4倍となっており、昨年度と同様に高い水

準で推移しております。

　本校では、OB･OGによるインターンシップ講演会、外部講師に

よるキャリア支援講演会を毎年実施するなど、企業側が求める即

戦力となる学生の教育や、産業界の動向に関する情報の収集を積

極的に図り、学生の進路選択の支援にも努めています。

［進路指導委員会］

【進学内定先】

【就職内定先】

令和元年度　卒業・修了予定者進路状況

（人数は重複合格を含む）

コース名

機 械 コ ー ス

電気・電子コース

情 報 コ ー ス

化学・生物コース

合　　　　　　計

専 攻 科

卒業・修了
予定者数

進　学
予定者数

就　職
予定者数

その他
自　営

求　人
企業数

求人数 求人倍率
就職内定者数内訳

県　内 うち庄内地区 県　外

40
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36

40
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8

14

16

15
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4

32

24

15

25
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8

8

1

7

24

4

7

5

1

5
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2

24

16

14

18

72

9

0

0

1

0

1

1

―

―

―
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970

762

426

450

324

219

1,419

825

13.3

18.8

16.2

8.8

14.0

63.4

（●は県内企業）

建設業

　㈱三信
 ●三和メイテック㈱

　ジョンソンコントロールズ㈱

　ダイキンエアテクノ㈱

　東光電気工事㈱

　日本オーチス・エレベータ㈱

　㈱マイスターエンジニアリング

㈱横河ブリッジホールディングス

　レイズネクスト㈱

食料品

　キリンビール㈱

　サントリープロダクツ㈱
 ●㈱平田牧場　　

　森永乳業㈱福島工場

　森永乳業㈱利根工場

森永乳業㈱東京多摩工場・大和工場

繊維工業

　旭化成㈱

　平岡織染㈱

化学工業
 ●㈱エースジャパン
 ●大阪有機化学工業㈱

　花王㈱

　ニプロファーマ㈱

　㈱日本触媒

　ＮＯＫ㈱
 ●水澤化学工業㈱

　㈱三井化学分析センター

　三菱ガス化学㈱

　三菱ケミカル㈱

三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

石油製品

　出光興産㈱

　ＪＸＴＧエネルギー㈱

　富士石油㈱

一般機械器具

　アルバックテクノ㈱

　㈱Ｍテック

　サトーホールディングス㈱
 ●㈱シンクロン鶴岡工場

　㈱椿本チエイン
 ●㈱トガシ技研

　㈱トノックス
 ●山形航空電子㈱

電機機械器具

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱

　ＴＤＫ㈱
 ●ＴＤＫ庄内㈱
 ●㈱デンソーＦＡ山形

　浜松ホトニクス㈱

　富士通㈱

輸送用機械器具

ＡＮＡベースメンテナンステクニクス㈱

ＡＮＡラインメンテナンステクニクス㈱

　ＫＹＢ㈱
 ●山形クラッチ㈱

精密機械製造
 ●オリエンタルモーター㈱鶴岡事業所

　コニカミノルタジャパン㈱

　㈱日立ハイテクフィールデング

　武蔵エンジニアリング㈱

電気・ガス・水道

　中部電力㈱　
 ●鶴岡ガス㈱

　東京ガス㈱

　東北電力㈱

その他

㈱アウトソーシングテクノロジー
 ●ＯＫＩサーキットテクノロジー㈱
 ●㈱高研

　㈱ジェイペック
 ●㈱チノー山形事業所

　日本たばこ産業㈱北関東工場
 ●ミドリオートレザー㈱

　日本ゼオン㈱川崎工場

運輸通信業

　東日本旅客鉄道㈱

サービス業

　㈱アクティブ・ブレインズ

　ＮＴＴコムエンジニアリング㈱

　ＮＴＴ東日本グループ㈱
 ●エンベデッドソリューション㈱

キヤノンメディカルシステムズ㈱

　㈱クリエイティブキャスト

　㈱ＪＲ東日本メカトロサービス

　㈱ゼネテック

　テクノ空調㈱

　デジタルテクノロジー㈱

　東京エレクトロングループ

　東芝エレベータ㈱

日本アイ･ビー･エムテクニカルソリューション㈱

　日本ＡＴＭ㈱

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北
 ●㈱ハイテックシステム

　㈱ハイマックス

パナソニックシステムソリューションジャパン㈱

　㈱日立アドバンストシステムズ

　三菱電機システムサービス㈱

　㈱メンバーズ

　横河ソリューションサービス㈱
 ●㈱ヨロズエンジニアリング

（令和ݩ年12月1日ࡏݱ）

（本科生）

鶴 岡 高 専 専 攻 科　25 名

長 岡 技 術 科 学 大 学　 8 名

豊 橋 技 術 科 学 大 学　 2 名

新 　 潟 　 大 　 学　 3 名

千 葉 大 　 学　 2 名

山 形 大 学　 1 名

福 島 大 学　 1 名

東 京 工 業 大 学　 1 名

電 気 通 信 大 学　 1 名

金 沢 大 学　 1 名

新 潟 食 料 農 業 大 学　 1 名

京 都 工 芸 繊 維 大 学　 1 名

H A L 東 京　 1 名

（専攻科）

北 海 道 大 学 大 学 院　 1 名

東 北 大 学 大 学 院　 1 名

長岡技術科学大学大学院 1 名

東京工業大学大学院　 1 名

（令和元年12月1日現在） N I T T C  F E S .  2 0 1 9
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President Essay

［校長随想］

～What to learn at NIT (KOSEN), Tsuruoka College～

［退職教員・新任教員特集］
Retired and New Faculty Members

［ミニアルバム］

　令和2年の3月をもって、長らく本校で活躍された2名の先生が退職することとなりました。また、今年度は、本校電気工学科
の卒業生が教員として着任しました。3名の先生方に、当時の思い出や、新任教員としての抱負などをうかがいました。

退職教員・新任教員特集

　今の学生が社会に巣立ち、それぞれの仕事で責任ある立
場となるのは今から 20 年後ぐらい、西暦で言うと 2040 年
頃です。その頃、この世界はどのようになっているでしょ
うか。自動車の自動運転は当たり前、空を飛んでいるかも
しれません。少なくとも、ある程度単純な仕事は全てロボッ
トで行われていることと推測されます。その中で人間は何
をしているのでしょう。
　それと同時に、職業も大きく変わり、幾つかの仕事はこ
の世界から無くなってしまうかもしれません。例えば、高
専の教員の数も少なくなります。全国 51 高専の中で講義が
一番上手な先生を選び、その先生の講義を録画して、DVD
で配信されて学生達が受講する・・・したがって対面型の
講義は無く、配信された講義を各自が自分のパソコンで自
分の都合の良い時間に受講し、その内容について簡単なテ

ストを受ければ単位が認定されるようになるかもしれませ
ん。このため、これからの学生達の就職先の選定は、今ま
で以上に重要な課題となります。
　いずれにしろ世の中はものすごい早さで大きく変化する
ことは間違いなく、人間はそれに対応していかなければな
りません。変化に対応できるタフネスを身につけなければ
なりません。そのために一番必要なことは色々な経験を積
むことです。
　本校ではそのためのユニークな取組として「企業メンター
講座」や企業の技術者とコラボしたワークショップの開催、
長期休業時には体験型就労実習の「CO-OP 教育」や海外留
学等のイベントを提供しています。これらの経験は皆さん
の人間としての器を確実に大きくしてくれています。是非、
積極的な活用を期待しています。

髙 橋 幸 司
鶴岡工業高等専門学校長

鶴岡高専で学ぶべきこと

　子どもたちに科学の不思議、ものづくりの楽しさを知って
もらおうと、毎年この時期に開催している「親子で楽しむ科
学フェスタ」。今年度は、特に人気を集めた2つのブースのご
紹介です。1つ目は「フルフルシェイク・手作りサイダー」。砂
糖やクエン酸、重曹等を混ぜて作る冷たいサイダーは、真夏
に開催される科学フェスタにぴったり。「おいしい！」「本当
にシュワシュワする！」といった声や、「ちょっと酸っぱい」
という率直な感想もちらほら。
　2つ目は、「UVチェッカーアクセサリーをつくろう」。紫外
線感知ビーズを使ったアクセサリーは、その可愛らしさもさ
ることながら、いつでも紫外線の照射量をチェックできる実
力派。アンケートでは、お母さんをはじめとした大人の女性
からの支持が多く寄せられました！

Mini Album
親子で楽しむ科学フェスタ2019（7月20日）

ホームカミングデーは、本校のこれまでの歴史、今後の方
向性などを卒業生の方々にご理解いただくことを目的とし、
平成29年度より開催しているものです。今回は、第1期から第
10期までの卒業生の皆さまを対象としました。
　髙橋校長、情報コースの金准教授から、本校の現状や今後
の展望、現在取り組んでいる研究についての講演の後、第8期
生の澤田　宏様（前水澤工業化学工業株式会社　代表取締役
社長）より、ご自身の企業での経験や、高専での学生時代の思
い出についてお話しいただきました。
　写真は、最後に実施された「キャンパスツアー」の様子で
す。本校の専攻科生2名の案内で、本校舎や実習工場、学寮等
を見学いただきました。特に実習工場は、参加者の皆さんが
在学されていた頃から活躍している装置等もあり、懐かしさ
に思わず写真を撮る方も。また、思い出話に花が咲き、終始楽
しそうに談笑されている姿が印象的でした。

ホームカミングデー（10月26日）

　平成元年4月に本校へ着任し、平成の終わりに定年退職を迎え
ることとなりました。
　着任1年後の平成2年4月に制御情報工学科が新設され、新任教
員ながらも準備段階から関わることができたほか、平成4年には
制御情報工学科一期生の担任となりました。（編集部注：当時、1・
2年生は一般科目の先生が、3年生以上は専門科目の先生がクラス
担任を務めていました。）
　また、平成27年度には学科改組により、制御情報工学科は創造
工学科情報コースとなりましたが、平成30年度に送り出した制御
情報工学科最後の卒業生も、偶然にも私が担任を務めることとな
り、深い感慨を覚えました。
　加えて、今年度は創造工学科情報コースの一期生が卒業しま
す。一期生の皆さんと一緒に「卒業」できることを幸せに思いま
す。
　Network、IoT、AI・・・進歩、発展が著しい情報科学、情報工学の
分野で、学生と一緒に勉強・研
究できたことは楽しい思い出
です。一方、教員として教える
ことの難しさ、自分の力不足
を痛感し続けた30年でもあり
ました。
　最後になりますが、学生・保
護者の皆様、地域の皆様、教職
員の皆様には長い間本当にお
世話になりました。心から御
礼を申し上げます。

ひとつひとつサイダーの材料を入れていきます カラフルなビーズでアクセサリー作り 実習工場では、懐かしい機械に見入る方も 和やかに談笑されていました

「お世話になりました」
創造工学科情報コース教授　　吉　住　圭　市

　初めまして。今年度より、宇宙航空研究開発機構（JAXA）
から、電気・電子コースへ赴任しました石山謙と申します。
私は山形市の生まれで、平成20年度に本校の電気工学科（当
時）を卒業しました。鶴岡高専に入学したきっかけは、中学生
の時、テレビで放送していた高専ロボコンを見て、ロボット
を作りたいと思ったことです。
　高専1、2年生のときは国語科の加田先生が担任で、日頃か
ら、勉強の大切さはもちろんのこと、メモを取る練習、思いや
りの心をもつこと、コミュニケーション方法など、現在でも
役立つことを教わり、人間として大きく成長したと感じてい
ます。
　図書館で自然科学の本を読んだことがきっかけで、惑星科
学に興味が沸き、3年生の頃から大学編入学の勉強を始めま
した。私は学寮に住んでいましたが、土日も含め毎日勉強し、
ときには深夜の3時まで勉強することも。その甲斐あって、東
北大学理学部宇宙地球物理学科へ編入学することができま
した。
　その後、私は東北大学大学院へ進学し、人工衛星のデータ
解析を通して、月惑星科学（特に月の地下構造）の基礎勉強・

「JAXAから鶴岡高専へ」
創造工学科電気・電子コース講師　　石　山　　　謙

研究を主に行いました。最初に赴任したJAXAでは、世界で
活躍される研究者と日頃から多くの議論を交わし、非常に有
益な研究経験を積みました。
　学生の頃は全く分かりませんでしたが、高専の教員は、非
常に多忙であるということを実感しています。私の場合、今
年度は、毎週授業が9コマあり、普段の授業準備に加えて学生
からの質問や進路相談への対応、校務、クラブ活動の指導等
で手一杯です。しかし、今振り返ると、私が学生だった頃も、
放課後に多くの先生に勉強を見ていただきました。先生方も
多忙な中、時間を割いてくださっていたと思うと、感謝の気
持ちでいっぱいです。
　自分も教員の立場となりましたが、学生時代の経験を踏ま
えて、勉強する目的を伝えることや、学生目線の授業を心が
けています。その甲斐もあり、学生からの授業評価アンケー
トでは、非常に高い
結果を得られまし
た。今後も、わかりや
すい授業を展開しな
がら、地球科学や宇
宙科学の面白さも授
業に取り入れていき
たいと思います。

　母校でもある鶴岡高専を、この3月に退職いたします。
　これまで多くの教職員、ならびに保護者の皆様や高専
関係者の方々にお世話になりました。厚く、御礼申し上
げます。
　学生時代には、校訓である“理魂工才”、「まず手を動か
してやってみよ。それからよく考えよ。」という考え方を
先生方からたたき込まれました。教員になってからもこ
のことを学生に伝えてきたつもりですが、教えるのはな
かなか難しく、私が学生時代の先生方も大変苦労された
のだと改めて感じました。
　同時に、教員時代には学生から多くのことを教えられ
ました。教員の立場になる
と、つい「指導しなければ」
という教員としての気持
ちが先立ってしまうもの
ですが、学生の皆さんが
「学生の気持ちになって教
育を実践することが大切」
と私に痛感させてくれま
した。これを“学魂教才”と
でも言うのでしょうか。学
生の皆さんには本当に感
謝しています。
　最後になりますが、鶴岡
高専のさらなる発展を
願っております。

「鶴岡高専に育てられ、教えられ」
創造工学科化学・生物コース特任教授　　飯　島　政　雄

鶴岡高専に着任した頃に購入し、
40年以上愛用している関数電卓

（カシオ FX-502P）

担当する応用数学Ⅰの授業

制御情報工学科最後の卒業生からの贈り物。
万年筆には「Y. Keiichi」の文字が光ります。
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　本校サービス・デβイン部が主体となり行っている活動
「テクϊ・パラメデΟック」が、山形ݝの「ྩ࿨元年度ًけやま
がたए者大৆」を受৆しました。
　ًけやまがたए者大৆は、山形ݝ内にډ住するݸ人、また
はݝ内に活動ڌ఺を有するஂ体のうち、֓ Ͷ40ࡀະຬのए者
が自主的に地域の活性化に寄༩し、地域で高く評価されてい
る活動にଃられる৆です。
　「テクϊ・パラメデΟック」は、山形ݝの཭ౡ「飛ౡ」におい
てՈ電म理を行うボランテΟア活動で、今年で10प年を迎え
ます。活動初期こそ、教員が主体となって学生を指導してい
ましたが、創設2年目以߱は学生が主体となり、企画・立案か
らञ田市とのௐ੔、ౡ内でのࠂ޿やप知活動、म理ґཔ඼の
集໿、活動終ྃ後のञ田市への報ࠂにࢸるまで、自分たちで
考えながら෯޿く担当して
います。
　これらの活動は、ை෩֐や
立地問題、௒高ྸ化といった
飛ౡが๊えるಠ特の問題を、
高専での日ごろの学मを活
かして解ܾすることを目指
しており、地域の活性化に大
きく寄༩するものです。ま
た、学生の皆さんが、自分自身で地域の問題఺や解ܾ方法を
考え、ञ田市等の関係機関とも࿈ܞしながら成果をڍげてい
る఺が高く評価され、今回受৆のはこびとなりました。
　今年度の代表者であるᜊ౻༦៉さん（üⅠ）は、「今回、ً け
やまがたए者大৆を受৆し、大変うれしく思います。今回の
受৆は、今年度に一緒に活動してきた皆さんはもちろんのこ
と、これまでに活動されてきたॾ先ഐ方の౒力があってこそ
です。また、࣡ 先生をはじめとする先生方、ञ田市の皆さまށ
にも大変お世話になりました。そして、現地飛ౡの皆さんの
あたたかいྭましが、私たちの活動のݯでした。この場をआ
りて、この活動にかかわったす΂ての皆さまに御礼申し上げ
ます」と話していました。
　創設10प年を迎え、今後ますます進化するテクϊ・パラメ
デΟックの活動に、皆さんҾき続きご注目ください！

Student Awards

［ֶੜͷ׆༂�ʙදজ特集ʙ］

令和元年度 輝けやまがた若者大賞

೥౓΋ɺֶࠓ ੜͷ׆༂͕໨֮·͔ͬͨ͠೥Ͱͨ͠ɻ֤ छදজΛड͚ͨօ͞ΜΛ͝঺հ͠·͢ɻ

ʮςΫϊɾύϥϝσΟοΫʯ

ॵいத、Ո電のमཧにूதʂ

٢ଜݝܗࢁ஌ࣄΑりදজঢ়を授༩されました ಋされたઌ生方とともにࢦ、௕ઌ生ߍ

　9月21日ʙ9月22日に山形大学খ白઒キャンパスで開催さ
れた2019年度化学ܥ学ڠ会東北大会（山形大会）において、化
学・生物コース3年生のࣲ田　܅ߛ、຀　࿨܅ܟ、ঋ水༑ଠ܅
が༏लϙスター৆を受৆しました。
　この学会は、ެ 益ஂࡒ法人日本化学会東北支部の主催で実
施されるもので、無機・分析に関する11の専門分野の講演会
や世界的研究者による特ผ講演会のほか、໿300݅のϙス
ター発表から構成されています。
今年度は319݅のϙスター発表があり、うち249݅が৹ࠪ対

象となりましたが、༏लϙスター৆を受けた発表は35݅。3名
のϙスター発表はこのڱき門をಥഁし、見事受৆のはこびと
なりました。受৆者の中でも、高専生は本校のみというշڍ
でした。
　3名のϙスター発表題目は「こんにΌくҶ生࢈のための土
৕改良൑அキットの開発」。地元のこんにΌく೶Ոさんが、
「こんにΌくҶのऩ֭量は土৕によってܾまるが、ݪҼはわ
からない」とおっしΌったことを
きっかけに、ݪҼがわかれば土৕を
改良し、ऩ֭量を૿やすことができ
るのではと考えたそうです。まず、
3名は、13छྨにも上る土৕をஸೡに
分析し、土৕に含まれる̚ （̘電気伝
導度：土৕中にある様々な物質のイ
Φンೱ度の૯量）がऩ֭量に大きな
Өڹをٴ΅すこと、この地域の土৕
の̘̚をద切に保つためにはカルシ
΢ムをఴ加するとよいことをಥきࢭ
めました。
　また、手ܰに̘̚を೺Ѳし、ద切な量のカルシ΢ムをఴ加
することができるように൑அキットを開発。カルシ΢ムは、
೶業用としてよく使われる水酸化カルシ΢ムを使用するこ
とにしました。土をすくってすりきり、水と一緒に容器に入
れて30回振った後に̘̚を測るだけで、必要な水酸化カルシ
΢ムの量がわかるという༏れものです。実ࡍにこのキットを
使って土৕に水酸化カルシ΢ムをఴ加し、こんにΌくҶを࠿
ഓしたところ、ޮ 果を確認することができました。
　今回受৆した3名は、「結果を得るのに長い時間とࠜ気が必
要でしたが、その分大きな成果をڍげることができました。

今回の研究結果が、地元
の೶Ոさんにݙߩでき
たことをとてもخしく
思います。」と話してい
ました。
　今後、キットを使用し
て、೶地での࠿ഓ実験に
取り組む༧定という3名
の研究に、これからもご
期待ください。

2019年度化学系学協会東北大会（山形大会）
優秀ポスター賞

Ωοτのσβイϯ。
「ͦΜまɾΜΊなʙる」はঙ಺ห

で、「す͙に͓いし͘なʙる」
とい͏ҙຯです。

ड৆した໊̏のօさΜ（ࠨからࣲా܅、຀܅、ঋਫ܅）

͜ΜʹΌ͘ Ҷੜ࢈ͷͨΊͷ౔৕վྑ൑அΩοτͷ։ൃ

学生ͷ׆༂�ʙදজ特集ʙ

　12月þ日から8日にかけて大田۠࢈業プラβPJoにて開催さ
れた「全国高専デβインコンϖテΟション2019�JO�東ژ（デβ
コン）」において、本校̖チームが3位に相当する৹ࠪ員特ผ
৆を受৆しました。
　この大会は、日頃学んでいる学मの成果とデβイン力をۦ
使し、よりよい生活空間づくりに役立つような作඼をڝいあ
うもので、中でも̢̖デβイン部門は、3̙プリンタを活用し
て੡作する3࣍元の作඼を対象とした部門です。
　今年度の̢̖デβイン部門のテーマは「社会的ऑ者に向け
たスϙーツ支ԉアイテム開発」。今年開催されるΦリンϐッ
ク・パラリンϐック東ژ大会をҙࣝしたテーマです。
　本校から出場した作඼名は「AOZ4kBte」。スケートボーυ
はその多࠼なトリックやڝ技のダイφミックさから、ڝ技者
だけでなく٬؍をもັྃするスϙーツですが、まだোがい者
スϙーツとしてのਖ਼式なஂ体等はありません。そこで、下ࢶ
をප気や先ఱ的要Ҽでࣦった方でもスケートボーυを楽し
めるよう、කやଠももを保護するプロテクターと、プロテク
ターをボーυにݻ定する部඼の2つを考案しました。プロテ
クターは着地時や体重がかかったࡍにකやଠももを保護す
るためのもので、やわからいૉࡐを使用することでよりিܸ
をٵऩすることができます。また、使用する人の体の形に合
わせて設ܭすることができるため、あらかじめ数パターンの
サイズを作੡するよりも、取෇時のࠩޡを最খݶに཈えるこ
とが可ೳです。
　また、このプロテクターは、スケートボーυに取り෇ける
定するだけでよいという簡ศさも持ちݻ部඼をボルトで、ࡍ
合わせています。طଘのスケートボーυを加工する必要がな
く、交׵も容қに行うことができます。
　これらのಠ創的な工෉に加え、スケートボーυを選んだ着
以外にোがいのある方にも対象を֦大できる事ࢶ఺や、下؟
業性も૯合的に評価され、見事受৆となりました。
　̖チームの皆さんは校長ࣨで髙橋校長へ直઀受৆を報ࠂ
し、「དྷ年度はさらなる高みを目指したい」と話していました。

全国高専デザインコンペティション2019 in 東京
ＡＭデザイン部門　審査員特別賞

௽Ԭߴઐ"νʔϜʮ"OZ4LBUFʯʢΤχʔεέʔτ


εέーτϘーυをखに、ߍ௕ઌ生΁تͼの報ࠂをしましたʂ

　12月14日に、෱ౡݝೂ༿ொで開催された第4回ഇ࿍創造ロ
ボコンにおいて、本校̗チームが最༏ल৆にあたるจ部科学
大ਉ৆を受৆いたしました。
　この大会は、ロボット੡作を通して学生にഇ࿍への興味を
もってもらい、課題発見ೳ力や課題解ܾೳ力をཆうことを目
的に開催されているものです。今回の課題は、෱ౡ第一ݪ子力
発電ॴの下部にଘ在する೩ྉデブリを取り出すことを想定
し、3�2̼下にあるΰルフボールやテニスボールを೩ྉデブリ
に見立て、ロボットがボールを回ऩするという内容でした。ロ
ボットはԕִૢ作するため直઀見ることができないこと、コ
ンクリートの厚いนがあるので電೾が直઀ಧかないことが、
この課題のϙイントです。
　本校の出場チームが作੡
したロボットは、ロボット本
体と、実ࡍに下߱しボールを
回ऩする子機の2୆。子機は直
઀見てૢ作できないため、3�0
度回転するカメラを౥ࡌし
て෯޿いࢹ野を確保したほ
か、タイϠも地面とのຎࡲを
強化するためにീのࣈに設
。し、より確実に、そして自在に動作できるよう工෉しましたܭ
　全国の高専、ٴびマレーシア工科大学からԆ΂1�チームが
出場した今大会で、ロボットが動作しボールを回ऩできたの
は実に本校だけという大変なշڍでした。
　受৆の報ࠂに校長ࣨを๚れたチームの皆さんは、当日出場
したロボットで実演し、見事ボールを回ऩ。髙橋校長も時ં
質問をしながらその様子に見入っていました。
　ૉ੖らしいշڍを成し਱げた皆さんでしたが、実は一ࡢ年
度は書ྨ৹ࠪで不合֨となり、ࡢ年は2メートル進んだとこ
ろでロボットがఀࢭ。大変չしい思いをしました。しかしこ
のչしさをόネに、今年はパーツのサイズ設定や本体の構造
に೰みながらも全員でアイデΟアを出し合い、テストランで
ロボットがఀࢭしても最後までఘめずにௐ੔を続けた結果、
最༏ल৆であるจ部科学大ਉ৆を֫得。髙橋校長からは「ま
るでࡾ段௓びのホップ・ステップ・δャンプのようで、非常に
感動した」との感想がありました。
「今年度の経験を活かし、དྷ年度も༏উしたい。」طにདྷ年
度を見ਾえている皆さんの今後に、ぜͻご注目ください！

第4回 廃炉創造ロボコン
文部科学大臣賞

৆ঢ়をखに、تͼの�ຕʂ

һのۚઌ生とともにڭಋࢦ。௕とνーϜのօさΜߍڮ∁

௽Ԭߴઐ#νʔϜʮ͔͖ͽʔʯ



●� �●

　9月8日（日）から10日（Ր）までの3日間、鶴岡市先୺研究࢈
業支ԉセンター（鶴岡メタボロームキャンパス）レクチャー
ホールで、h第û回高専生サミット�oO�,O4&N�4DJeODe�BOE
TeDIOoMoHZ をɦ開催しました。
　このサミットは、高専の௿学年（本科1ʙû年生まで）の学生
が、όイΦ・ࡐྉ、それらと༥合した機ց、電気、情報を含む科
学と工学分野の研究発表
を行うイベントです。平
成2�年度に第1回を鶴岡
で、29年度に第2回をԭೄ
で、そして30年度の第3回
を࠶び鶴岡で開催し、こ
れまでに全国15高専の
チームが参加しました。
今回は、本校を始めと

し、ԭೄ、一関、ઋ୆、ถ
子、有໌、北۝भの各高専
と、長岡技術科学大学の8
校から、合�3ܭ名が参加
しました。
　研究発表はϙスター発
表形式で行われ、教員や
研究員、大学院生らの৹
ࠪ員によるີݫな৹ࠪに
より受৆発表がܾ定されました。学会の参加経験がない௿学
年の学生にとっては今回が初めての研究発表の機会であり、
新しい௅ઓとなったことでしょう。
　2日目に開催されたワークショップでは、化学実験コース（2

コース）、鶴岡シルク
コース、鶴岡歴史୳๚
コースのûグループに
分かれて、様々なアク
テΟビテΟに取り組み
ました。ワークショッ
プ終ྃ後には、各グ
ループで自分たちが体
験した活動を振り返っ
てとりまとめを行い、

グループ内のଞ高専の学生との交ྲྀも生まれ、大変楽しんで取
り組めたようです。
　最終日は、前日にまとめたワークショップのプレθンテー
ションを行い、それぞれのグループが体験した内容につい
て、ときには実演も交えて発表しました。その後の表জ式で
は、1日目のϙスター発表のࡍに༏लと認められた研究に対
し、৆状や१がଃられました。このサミットを通し、多くの学
生がଞ高専の༏लな研究発表に大きなܹࢗを受け、今後の研
究へのҙཉを高められたようです。

【　݁　Ռ　】
＜最優秀賞＞
・ཛ֪をఴ加することで機ೳ性が༠ىする石こうボーυの
作੡とその評価 （˒ถ子高専�3年生）

＜鶴岡高専校長賞＞
・親Ҷをٹえ！山形࢈ݝཬҶをར用したタϐΦカ੡඼（タϐ
イモ）の開発（鶴岡高専�û年生）̡˓໼ౢ༞介、ळ山愛ً、
઒࡚୓࠸、෱田直人、ජ山実༏ʳ

＜鶴岡高専技術振興会技術奨励賞＞
・特ҟ஋分解と΢ェーブレット回析のྨࣅ性に関する研究
　（ઋ୆高専�û年生）

＜ゲスト審査員賞＞
・こんにΌくҶ生࢈のҝの土৕改良൑அキットの開発˒
（鶴岡高専�3年）̡˓ঋ水༑ଠ、຀　࿨ܟ、ࣲ 田　ߛʳ

なお、上ه受৆テーマの中で「˒印」のついた2テーマにつ
いては、11月27日	水
ʙ29日	金
にԣ඿市開هߓ೦会館で開催
された「第29回日本.34˞年࣍大会」へのޱ಄発表のট待を
受け、社会実装ࡐྉ研究シンϙδ΢ムのセッションで発表し
ました。研究者から多くの質問やコメントを受け、今後の研
究活動へのҙཉが一૚高まったようです。
（˞.34：TIe�.BterJBMT�3eTeBrDI�4oDJetZ�oG�JBQBO）

Student Research ActiWities

［ಈ׆ڀݚઐੜͷߴ］

学生にΑるϙελーൃද

高専ؒの֞ࠜを௒͑たަྲྀձ

専߈科生࢈γεςϜ工学専߈電気電ࢠɾ৘ใίʔε̍ 年

ઐੜサϛοτߴ

৹ࠪһとのσΟεカοシϣϯ

Խ学実ݧίーεの༷ࢠ

鶴岡シルクίーεのا業見 鶴岡ྺ࢙୳๚の͓ࣉ見学

ϓϨθϯ४උの༷ࢠ 最ऴ೔、֤ άルーϓのൃද

ᅞԼ৯ͷڞ௨ޠݴ化΁͚ͨ޲؆қ
೪ੑධՁ๏ͷݕ౼
　研究活動を取り組むにあたり、
先生や先ഐ方といったଞ者との
デ Ο ス カ ッ
ションが必要
不可ܽです。こ
れにより、自身
の知見が޿が
り、創造力や発
想力がཆわれ
ました。また、
研究を進める
ためのスケδ
ュール؅理ೳ力や学会発表を通し
てจষ力などが身につきました。
　কདྷは人々の生活にܽかせない
ライフラインに関わる仕事をした
いです。また研究活動を通して得
られた経験を活かし、社会にݙߩ
したいと考えています。
ˎü年ؒ、͋ るいは7年ؒという長
い時ؒをଦੑでա͝すのは໪ମな
いので、࣮ り͋る日ʑをա͝して
くͩさい。

೩ྉ電஑ͷҰͭで͋Δݻମ高෼子ܗ೩ྉ電஑
ʢ1&'$ʣͷڀݚ
　P&'Cは௿Թで作動できることから、೩ྉ電஑
自動車に使われるなど、水ૉ社会をஙく上では
ܽかせないଘ在です。価֨の高い白金を使わな
い৮ഔ、஠ૉυープカーボン৮ഔの研究を行っ
ています。
　考え方が変わったことが研究をしていて一番
良かったことだと思います。今まではٙ問に思
わなかったことでもٙ問に思うようになり、研
究を始めてからは、学Ϳことが޷きになりまし
た。஗くまでみんなで
ுったりするのもؤ
研究ࣨの楽しいとこ
ろだと思います。
　卒業してからも研
究にྭみ、日本にӨڹ
を༩えるような人ࡐ
になれればと思いま
す。
ˎͥͻཹ学にߦってΈ
てくͩさい。༑ୡもで͖ますし、思ߟもมΘるॏ
ཁなػձになります。ڀݚを࢝Ίたら、શྗでؤ
ுってくͩさい。ؤுったਓにはؤுったਓな
りのָしさが͋ると思います。

　　　　　　　ଐ์ࣹ͔ەΒͷ২物
ҭ੒ଅਐʹد༩͢Δ୅ँ࢈物ͷ෼཭
　目ࢹできないඍ生物の世界にಌ
れがありました。高専に入学したの
は、生物について研究できるからで
す。学会発表などで国内や海外に行
く、とてもو重な経験をしました。
　現在、たくさんの有益なඍ生物か
ら様々な学術的発見がもたらされ
ていますが、ώトがഓཆできている
ඍ生物は世の中のඍ生物のたった
1ˋだといわれています。私はそれ
らのඍ生物の機ೳを໌らかにした
いです。
なことやしたいこと、今やる͖޷ˎ
΂͖ことをはっ͖りさͤΑうとす
るとྑいかもしれまͤΜ。

ԕ౻　࠼՚さΜ（࣡ࣨڀݚށॴଐ）

専߈科生࢈γεςϜ工学専߈Ԡ༻Խ学ίʔε̍ 年

࠸໌　Լࢁ （ॴଐࣨڀݚ౻ࡈ）܅

専߈科生࢈γεςϜ工学専߈Ԡ༻Խ学ίʔε̍ 年

本ؒ　ւే （ॴଐࣨڀݚ౻ҏ）܅

専߈科生࢈γεςϜ工学専߈電気電ࢠɾ৘ใίʔε̎ 年

੒ᖒ　ݠਅ （ॴଐࣨڀݚࢁ಺）܅

૑଄工学科電気ɾ電ࢠίʔε̑ 年

工౻　ྱ࢜ （ॴଐࣨڀݚ৿୩）܅

ݻ଴͞ΕΔશظ୅電஑とͯ͠ੈ࣍
ମ電஑΍ݻମࢎ化物ܕ೩ྉ電஑ͳ
ͲͷσόΠス͚޲ͷࡐྉͷڀݚ
スパッタ法でബບ（ONΦー

ダー）を作੡し、その電気特性や
結থ性の܏向をௐࠪし最దなബ
ບ৚݅を୳ࡧすることが目的で
す。ബບはスマートフΥンや自動車などの੡඼に使用され、ബບ技術の
進歩はデόイスの発展にܽかせないものとなっています。
研究のա程で生じた課題を解ܾする力が得られ、後ഐの指導などの経
験を通じたマネδメントೳ力の向上などで自身の成長にܨがったと思
います。কདྷ世界一高いスカイダイビングをしてみたいです。
ˎΞδΞのະདྷは高専生に͋ります。

௿ڥ؀ෛՙΛ໨͠ࢦ
ͨϖϩϒスΧΠτബ
ບͷ࡞੒とධՁ
　学会に参加するこ
とで、自分の研究に
関する知ࣝの෯が޿
がったことがよかっ
たです。いろんな土地を๚れ、各地の名物を৯΂られ
ることもよかったです（笑）。�কདྷ、όックパッカー
で世界一पしたいです！
ˎいま、͋ なたが௅ઓしてΈたいと思っていることは
͋りますかʁԿࣄにも௅ઓするਫ਼ਆをͪ࣋ましΐうʂ

  　 　　　　　　　　　    （by SteWen Paul +obs）

高専生ͷ׆ڀݚಈ

ʠStay hungry, stay Goolishʡ

ɹߴઐͰ͸௿ֶ೥͔Βֶߴ೥·ͰɺڀݚΛ͢Δػձʹܙ·Ε͍ͯ·͢ɻڀݚʹՌ׶ʹऔΓ૊Ήֶੜͷօ͞Μ͔Βɺ
೤͍ϝοηʔδΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ʂˎ͸ݱ໾ߴઐੜ΁ͷϝοηʔδͰ͢ɻ

高専生ͷऀڀݚɺ集·Εʂ

Kosen Summit
(et together � Student Researchers at Kosen

4USFQUPNZDFT



●� �●

［஍Ҭ࿈ܞηϯλʔ］

しない機ೳ性Ϥーグル
トの開発研究」、第3回目
（1月31日 ）は、株式会
社下ଜ࣫器ళ�代表取締
役社長�下ଜত෉ࢯから
「ӽ前࣫器発・৯のイϊ
ベーションʙh ものづく
り かɦらh ことづくり へɦ伝౷工ܳྵࡉ企業の௅ઓʙ」につい
てご講演いただきました。第4回目（3月17日 ）は、東北大学
ྉ研究開発センター�෭センター長�٢田ӫ٢ࡐ先୺ܞ学࿈࢈
特任教授から、「東北大学工学ܥの࢈学࿈ܞඦ年のي੻を֞
間見る」についてご講演いただく༧定です。

●人材育成部門
人ࡐ育成部門では、地域企業との࿈ܞにより、地域社会が必

要とするೳ力を身に෇けた༏लな人ࡐを育成・ഐ出するため、
キャリア教育、CO-OP教育、地域企業๚問研मの3つの教育プ
ログラムを推進しています。

ҭڭ$0�01

　CO-OP教育とは、教育機関が企業と࿈ܞして進める人ࡐ育
成の新たな取り組みである長期就労体験学習です。学生が
「校内での講義」と「企業での就業」を܁り返すことで、実践的
な技術や開発力、コミュニケーションೳ力など、૯合的な就
業ೳ力の向上を図ります。ྩ ࿨元年度夏ق休業期間は、29名
が参加し、໿2週間の実習に取り組みました。

ʲ実੷ʳ
・（株）アライυマテリアルञ田੡作ॴ�̡ ञ田市 　r　学生ü名
・̤̠̞サーキットテクϊロδー（株）�̡ 鶴岡市 　r　学生û名
・Φリエンタルモーター（株）　　　　�̡ 鶴岡市 　r　学生ü名
・（株）高研 �̡ 鶴岡市 　r　学生û名
・（株）シンクロン鶴岡工場 �̡ 鶴岡市 　r　学生1名
・テΟービーアール（株）　 �̡ 鶴岡市 　r　学生1名
・（株）トΨシ技研 �̡ 鶴岡市 　r　学生2名
・ミクロンਫ਼ （ີ株）　 �̡ 山形市 　r　学生1名
・山形クラッチ（株）　 �̡ 鶴岡市 　r　学生1名
・山形航空電子（株）　 �̡ 新ঙ市 　r　学生3名
・（株）山本੡作ॴ �̡ 東ࠜ市 　r　学生1名
・（株）Ϥロズエンδニアリング　　　�̡ ઒ொࡾ 　r　学生1名

ΩϟϦΞڭҭ

　地域企業の方々や本校卒
業生による講演、実社会への
参加をଅす講座を、年間を通
じ実施しています。本年度
は、h੓࣏参加講座 やɦ、本校
学校長によるh プレδデント
講話 等ɦを実施しました。

஍Ҭۀا๚໰ݚम

　本校卒業生が技術者として活躍している地元企業に少人
数で出向き、࠙ 談ٴび見学を通して、企業人としての心構え
を学びます。今年度は、Ԇ΂9�名の学生が参加しました。
ʲ実੷ʳ
・（株）スタンレー鶴岡੡作ॴ 　̡ 鶴岡市 　r　　��学生13名
・（株）石Ҫ੡作ॴ 　̡ ञ田市 　r　　��学生 ý 名
・東北エプソン（株） 　̡ ञ田市 　r　　��学生 ý 名
・（株）高砂੡作ॴ 　̡ 鶴岡市 　r　　��学生 ü 名
・（株）高研 　̡ 鶴岡市 　r　　��学生 ý 名
・όイΦベンチャー企業 　̡ 鶴岡市 　r　　��学生17名
　ʜʜ（株）サリόテック、4QJCer（株）、ώューマン・メタボロ
　　　ーム・テクϊロδーズ（株）、（株）メタδェン、（株）メト

セラ、（株）.O-CU3&鶴岡όイΦラボ　以上ý社
・ソニーセミコンダクタマニュフΝクチャリング（株）

　̡ 鶴岡市 　r　　��学生 ü 名
・（株）Ϥロズエンδニアリング　̡ ઒ொࡾ 　r　　��学生 þ 名
・（株）シンクロン鶴岡工場　　　̡ 鶴岡市 　r　　��学生13名
・Φリエンタルモーター（株）　　̡ 鶴岡市 　r　　��学生 þ 名
・水澤化学工業（株）水୔工場　　̡ 鶴岡市 　r　　��学生13名

ۀࣄܞ࿈ߦۜܗࢁ

　ý月4日（Ր）、「第̍回ݝ内企業と鶴岡高専生との交ྲྀ会ʙ
内企業のັ力を知ろう！！ʙ」が開催され、学生と教職員૯ݝ
੎໿100名が参加しました。この事業は山形ۜ行との࢈学࿈
用ޏ内企業のݝ、事業でܞ定（200�年、201�年）による࿈ڠܞ
૿加を目的とし、௿学年の段階から企業との઀఺を૿やし、
内業のັ力を知ってもݝ
らうため、キャリア教育
の一؀として実施したも
のです。ঙ内地域、ଜ山地
域、置ࣀ地域から各2
社、合ܭý社のݝ内企業が
参加しました。

地域࿈ܞ部門では、࢈学׭࿈ܞ、研究の活性化、技術情報発
信・相談を行っています。

௽Ԭߴઐγーζ ʢूऀڀݚ঺հʣͷൃߦ

シーズ集とは、本校で教育研究に活躍する全教員、技術職
員の教育研究分野を紹介する࡭子です。学外の方々へ本校教
職員の技術シーズを޿く紹介するҝに毎年ߋ新発行してい
ます（鶴岡高専ホームϖーδにもPD'をࡌܝ）。地域のニーズ
と高専シーズのマッチングを担う高専ॴଐ研究者・技術者の
P3ࢽです。　

༷ʑͳ෼໺͔Βͷٕज़૬ஊ

　「技術相談」とは、高専の教員・技術職員が外部機関から研
究・開発上の相談に応じたり、情報提供を通して技術支ԉを
行ったりするものです。この技術相談のやりとりからڞ同研
究・受ୗ研究が展開される事例も多く、本校が外部機関に対
して行う研究ڠ力の基൫的活動とも言えます。
　ྩ࿨元年度は、通常の
技術相談に加え、1月10日
（金）に「技術相談会」を開
催し、本校のシーズと地
域企業のニーズのマッチ
ングを行いました。

ɹࢪຽαϩンΛ࣮ࢢ

　市ຽサロンは、鶴岡高専技術振興会とのڞ催により、本校教
員と地域研究機関等の研究者・技術者による専門分野の最新
情報を市ຽの方に解りやすく解આするもので、毎年3回行って
います。今年は、8月h 体験から知るڥ؀問題ʵঙ内の海をकる
ためにʵ 、ɦ9月h 体験から知る݈߁෱ࢱʵҩ学と工学からのア

プローチʵ 、ɦ10月h 体験
からঙ内の৯と೶ʵ๛か
な৯を楽しむためにʵʱ
をテーマに、鶴岡高専教
員と山形ݝ内の有ࣝ者各
1名が講演し、Ԇ΂132名
の方々からௌ講していた
だきました。

フェΞɾͭۀ࢈͔ͨ͞ Δ͓͔େۀ࢈·ͭΓ΁ͷग़ల

　10月19日（土）ʙ20日（日）に、鶴岡市খ真໦ެݪԂ（ேᏽ෢
ಓ館）で「つるおか大࢈業まつり2019」�が開催され、10月2�日
（土）ʙ27日（日）には、ञ田市国体ه೦体育館で「さかた࢈業
フェア2019」が開催されました。
つるおか大࢈業まつりでは、1日目にࡾଜ研究 「ࣨ自分の運

動ਆ経を図ってみよう」とখ野ࣉ研究 「ࣨ特໋！ロボット
アームでୣ取せよ！！」を、2日目には内山研究 「ࣨ電気でつく
る�電気であそͿ」と上ᑍ研究 「ࣨ҉いところでޫるΦリδφ

ル手形を作ろう！」を出展し
ました。
　さかた࢈業フェアでは、
1日目、保科研究ࣨが「電気と
࣓力の力ʙモーターを作ろ
うʙ」を、2日目はࠤ、 ౻司研
究ࣨが「学生による飛ౡでの
教育研究活動成果の紹介」を
出展しました。྆ イベントとも本校のブースに親子࿈れなど
たくさんの方からお立ち寄りいただき、大੝گとなりました。

●K-ARC部門
サイエンスの研究成果を高専のh ものづくり技術 をɦۦ使し

て実用化し、先୺科学の社会実装を担うことを目指す,-A3C
（,oTeO-AQQMJeE�TDJeODe�3eTeBrDI�CeOter：高専応用科学研究
センター）を鶴岡市メタボロームキャンパス内に設置しました。

,�"3$γンϙδ΢ム։࠵

　11月15日（金）に鶴岡メ
タボロームキャンパスに
おいて、「,-A3Cシンϙδ
΢ム」を開催し、໿70名が
出੮しました。
　今回は「社会実装を目指す高専とのֵ新的イϊベーショ
ン」をテーマに、基ௐ講演として、東北大学　多元物質科学研
究ॴのՐݪজल教授から「大学院・大学と高専のڠௐについ
て」、大学ڞ同ར用機関法人自然科学研究機構　分子科学研
究ॴのখྛݰ器准教授から「分子科学研究ॴの研究と教育ʙ
高専出身者の活躍と今後の高専との࿈ܞʙ」、一般講演とし
て、国立研究開発法人　物質・ࡐྉ研究機構の৿ར೭上੮研
究員から「.VMtJEJTDJQMJOBrZ�reTeBrDIに基づく೩ྉ電஑ࡐྉ
研究ʵ知ࣝと組৫のネットワークを活用した4tBte-oG-tIe-Brt
GVMM�DeMMの創੡をめ͟して」をご講演いただきました。Ҿき続
き高専の立場から、2݅の事例発表が行われました。

Πϒχングηミφー2019Λ࣮ࢪ

イブニングセミφーは、地域企業の経Ӧ者・技術者に向け
て、新ن事業の創出、技術ֵ新を目指した技術؅理手法を提
供し、講演後には講ࢣとのデΟスカッションを通して۩体的
手法の創出を目指すもので、鶴岡高専技術振興会とڞ同で開
催しております。
　今年度の第1回目（10月24日 ）は、北۝भ工業高等専門学
校��生࢈デβイン工学科��知ೳロボットシステムコースٱ��
஑Ҫໜ教授から「中খ੡造業の経Ӧ者向け人ࡐ育成カリキュ
ラムとデδタルものづくり」、第2回目（12月ü日 ）は、東北
大学大学院೶学研究科��ᜊ౻஧෉名༪教授から「世界にଘ在

Regional PartnershiQ Center

●地域連携部門

஍Ҭ࿈ܞηンターͷ׆ಈه࿥

コ ー Φ プ

ケ ー ア ー ク

egional artnership enter

技術相談会の様子

交流会の様子

モーター作り体験を指導する学生

第１回目の講演の様子

就業の様子 就業の様子

政治参加講座の様子

工場見学の様子

学生からの質疑応答の様子

懇談会の様子

市民サロン第2講（9月）の様子
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【3ヵ国から短期留学生を受入れました】
　本年度û月から3ϱ月間フランス、フΟンランυよりü名、ま
たþ月から2ϱ月間୆࿷より2名を受入れました。଺在期間中
は各研究ࣨで研究を行い、また書ಓ体験や本校学生と交ྲྀを
するなどॆ実した留学となったようです。

【南米3ヵ国から学生が来校】
　8月23日にダブル・トライアングル・プログラム（山形大学
主װ）の一؀として、ೆ ถϖルー・ボリビア・チリからの留学
生10名がདྷ校し、キャンパスツアーやڥ؀問題に関するワー
クショップが行われました。

【シンガポール協定校から研修生が訪問】
　9月û日から9日
まで、シンΨϙー
ルのニーアンϙリ
テクニックよりҾ
率教員2名・学生20
名が研मのためདྷ
校し、キャンパス
ツアーや工場見
学、ޫ؍地を๚問
しました。

【トビタテ！留学JAPANに参加】 
　û年生の工౻জഅさん、খྛ୓ًさん、成田δュースンさん
が「トビタテ！留学JAPAN地域人ࡐコース」に࠾୒され、夏
休みをར用して໿1ϱ月間海外でインターンシップを行いま
した。3名の今後益々の活躍が期待されます。

【シンガポール短期留学】
　今年度もय़休みに本校学生をڠ定校のシンΨϙール・ニー
アンϙリテクニックへ୹期留学派ݣ༧定です。ӳ語学習の
ଞ、企業๚問、現地学生との交ྲྀ等を通じてӳ語力強化を図

ります。

【ニュージーランド短期留学】
　今年度もय़休みにニューδーランυ୹期留学派ݣが༧定
されています。ホームステイをしながら語学学校でӳ語学習
を行います。マψカ΢工科大学にも๚問༧定です。

【メキシコ短期留学】
　û年生2名がय़休みをར用して、長岡技術科学大学主װの໿
10日間のプログラムに参加します。

【南米3ヵ国（ペルー・ボリビア・チリ）短期研修】
　ü年生3名がय़休みをར用して、山形大学主װの໿2週間の
プログラムに参加します。スϖイン語学習にྭんできた成果
がࢼされます。

～国際交流体験者の声～
ʲԽ ɾֶੜ෺ίʔεù೥ɹੴࢁ෨Ֆʳ
　私はシンΨϙール研म生のサ
ϙーターとして参加し、一緒にจ
化体験をしたり、たくさん話した
り、また写真を撮って思い出を
作ったりと普段の生活では出དྷ
ないとてもو重な時間をաごせ
たと思います。私はあまりӳ語が得ҙではありませんが外国
人と交ྲྀすることはとても面白かったです。今回の経験を通
して、また留学したいというҙཉにもつながりとても良い経
験になりました。（海外に興味のある人や一度留学に行った
人におすすめです）

ʲػցίʔεû೥ɹ੒ాδϡʔεϯʳ
　私は今年の夏休みに「トビタテ！留学JAPAN」という制度
で、ҟจ化交ྲྀについて学ͿことをテーマにシンΨϙールに
1ϱ月間留学しました。平日はOrJeOtBM�.otor�ATJB�PBDJpD様
でインターンシップをさせて௖き、多จ
化社会の職場ڥ؀やモーターの੡造工
程を学びました。休日は現地のサッカー
チームのࢼ合やප院のボランテΟアに
参加しました。現地での活動など主体性
を大事にしたこの留学制度がもっと多
くの人に޿まってほしいです。

［ྲྀަࡍࠃ］
International EYchange

ӳޠでのઆ໌にਅ݋にࣖを͚܏る

　10月20日、෱ౡ高専の第一体育館にて、高専ロボコン2019
東北大会が開催されました。10月12日に東日本をऻった୆෩
19߸により、開催地であるいわき市がඃࡂし、1週間前にٸᬎ
会場が変ߋとなりました。また、その週は෱ౡ高専のपล地
域がஅ水しており、授業も1週間休講している中での開催と
なったため、෱ౡ高専をはじめとする関係者の皆さまは非常
に苦労されたものと思います。
　今年のテーマは「らん̇�3UN�-BVOErZ」。3छྨのચ୕物
を、ڝ技フΟールυに設定された物ׯし؄にֻけるといった
内容です。本校からは、デΟϊブラβーズ（以下Aチーム）、鶴
のクリーニング԰（以下#チーム）の2チームが参加しました。
今年度から放課後の部活動が17時までとなったため、部員達
はݶられた時間の中、集中して活動しました。夏休みは2週間
の合॓を׶行したほか、平日はû日、週຤は土༵日と、ϋーυ
な活動をやりൈきました。
　どちらのロボットも、大会開催のΪリΪリまで作業をし
て、当日はなんとか得఺できるところまで仕上げましたが、
྆、೦ながらฃಆかなわず࢒ チームともに༧選リーグでഊ退
しました。しかし、#チームのロボットとメンόーから発せら
れる「উちたいΦーラ」がಧいたようで、東ژエレクトロン株
式会社様から特ผ৆をいただきました。
　྆チームとも༧選ഊ退という結果でしたが、このչしさを

όネに、དྷ年こそは全国大会に出場できるよう、全部員がҙ
気込みも新たに活動しています。また、地元企業にۈ務され
ている高専O#からもご支ԉをいただいておりますので、དྷ
年は一味違う成果を期待できると思います。
　最後に、ご支ԉ、応ԉくださった関係各位に御礼申し上げ
ます。

/;の༤େなܠ৭をഎܠに

644にてݱ஍学生とӳޠでߦΘれる授業にਅͦ݋のもの

୆࿷学生のΤクεカーシϣϯॻಓମݧ

ϫークシϣοϓにてຊߍ学生とަྲྀ

工場見学（Τϓιϯ༷）にて

ϕτφϜにてカϨー作りମݧフΟϯラϯυにて೔ຊの文Խ౳を঺հ

૬അ࿖にてχーアϯ学生と

ӳޠでಊʑとϓϨθϯ

［՝֎׆ಈ］

૑଄工学科ػցίʔε।教त　ࠤʑ໦　༟　೭

ຊ൪ΪリΪリまでௐ੔がଓきます úਓฒΜでςϨビ์ૹ用のࡱӨ。
ͪΐͬとۓுؾຯʁ

ຊ൪தの༷ࢠ

［ઐϩϘίϯ����౦๺େձߴ］［ઐϩϘίϯ����౦๺େձߴ］

ྲྀަࡍࠃ
֤छେձ੒੷
˙ୈüûճ�શߴࠃઐମҭେձ
˘ソフトテニス
உ子ݸ人ઓダブルス �̏位　　　��石௩　大༞（̗̑）

（̢̑）༏大　ݪੁ
˘水　ӭ
உ子100Nഎӭ͗ ��準༏উ　　　��ᜊ౻　ଠ新（̞̐）

˙ୈüýճ�౦๺஍۠ߴઐମҭେձ
˘཮上ڝ技
உ子૸高௓ �̎位　　　ࡾ��ケ৿लయ（ -̍̏ ）
女子๒ؙ౤ �̏位　　　��ӿ本　ժҥ（̢̑）
˘όレーボール
　女　子 �̎位
˘サッカー �̏位
˘όυミントン
உ子ݸ人ઓシングルス �̏位　　　��य़日　　ৎ（ -̍̍ ）
˘ソフトテニス
உ子ஂ体ઓ �༏উ
உ子ݸ人ઓダブルス �༏উ　　　��上野　༤ （྄̢̐）

໦ଜ　ᰜ （ే̢̐）
உ子ݸ人ઓダブルス　　　�̎位　　　��দӜ　૘໼（̗̏）

ۙ岡　ᖕଠ（̑̚）
உ子ݸ人ઓダブルス　　　�̏位　　　��石௩　大༞（̗̑）

（̢̑）༏大　ݪੁ
女子ݸ人ઓダブルス　　　�̎位　　　ࠤ��౻　　花（̗̎）

ᅳ分ࠫ໵夏（̞̏）
˘テニス
女子ஂ体ઓ ̎位
உ子ݸ人ઓシングルス　　�̏位　　　ٶ��田　༑ر（̢̑）
˘όスケットボール ̏位
˘୎　球
உ子ݸ人ઓシングルス　　�̎位　　　��দӜ　ᔨ （ై̗̎）
உ子ݸ人ઓダブルス　　　�༏উ　　　��দӜ　ᔨ （ై̗̎）

髙橋　一真（̞̎）
ಓ　݋˘
உ子ஂ体ઓ �༏উ
女子ݸ人ઓ �̎位　　　ࡔ��本　ق （ึ̗̑）

˘水　ӭ
　உ子学校対߅� � �̎位
　உ子50N自༝形 �༏উ　　　��খদ　ྯԝ（̐̚）

　̏位　　　��ᜊ౻　　য়（̗̏）
　உ子100N自༝形　　　　　̏位　　　��খদ　ྯԝ（̐̚）
　உ子200N自༝形　　　　　̎位　　　��౉部　ହ知（̞̏）
　உ子400N自༝形　　　　　̎位　　　��ᜊ౻　　য়（̗̏）
　உ子�00N自༝形　　　　　̎位　　　��Ѩ部　୓ເ（̎̚）
　உ子100Nഎӭ͗　　　　　༏উ　　　��ᜊ౻　ଠ新（̞̐）
　உ子200Nഎӭ͗　　　　　༏উ　　　��ᜊ౻　ଠ新（̞̐）
　உ子フリーリレー・̐ ʷ100N　　̎位

ʦᜊ౻（̞̐）ŋᜊ౻（̗̏）ŋখদ（̐̚）�ŋ౉部（̞̏）ʧ
　உ子フリーリレー・̐ ʷ200N　　̎位

ʦᜊ౻（̗̏）ŋ今野（̎̚）ŋѨ部（̎̚）ŋ౉部（̞̏）ʧ
　உ子メυレーリレー・̐ ʷ100N　̎位

ʦᜊ౻（̞̐）ŋᜊ౻（̗̏）ŋ౉部（̞̏）ŋখদ（̐̚）ʧ
　女子100N平ӭ͗　　　　　༏উ　　　ेޒ��ཛྷ夏月（̗̑）
　女子200Nݸ人メυレー　　༏উ（大会新）ेޒཛྷ夏月（̗̑）

૯߹ମҭେձߍ౳学ߴݝܗࢁ˙
˘相　๾
人体重ผݸ　 �̏位　　　��҆۬　ӳ幸（̞̏）

৽ਓମҭେձߍ౳学ߴݝܗࢁ˙
˘ラグビーフットボール �̏位�˞鶴岡工業高校との合同チーム

˙ΞイσΞରܾશߴࠃઐϩϘοτίϯςετù÷øĀ
　౦๺஍۠େձ
　特ผ৆（東ژエレクトロン株式会社）　　　　　鶴岡高専̗

˙ୈøýճ�શߴࠃઐσβイϯίϯϖςΟγϣϯ
̢̖デβイン部門　৹ࠪ員特ผ৆　鶴岡高専「AOZ4kBte」

˙ୈûճ�ഇ࿍૑଄ϩϘίϯ
จ部科学大ਉ৆　鶴岡高専「かきぴー」

EYtracurricular ActiWities
Results oG 7arious Contests and ComQetitions
Kosen Robot Contest 201Ā in Tohoku Region
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Photo by 手塚大輝（5E）

寮生体育大会

夏祭り

高専祭

寮　祭

壮行式
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Photo by 手塚大輝（5E）

寮ࡇは̥ ɽ15も
ཁνΣック！！

寮　祭寮　祭

ཁνΣッཁνΣック！！




